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国
会
請
願
署
名
の
取
り
組
み 

—

採
択
を
め
ざ
し
て

　
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以

下
、
全
国
連
協
）
は
二
〇
二
一
年
、

二
〇
二
二
年
の
二
年
間
を
か
け
て
、「
一

人
ひ
と
り
の
声
を
国
と
自
治
体
に
届
け

よ
う
」
と
い
う
取
り
組
み
と
、「
学
童

保
育
（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
）

の
拡
充
を
求
め
る
」
国
会
請
願
署
名
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
請
願
と
は
、
日
本
国
憲
法
一
六
条
で

国
民
の
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い

る
請
願
権
に
も
と
づ
い
て
、
国
民
が
国

政
に
対
す
る
要
望
を
直
接
国
会
に
届

け
る
こ
と
で
す
。
国
会
議
員
の
紹
介
を

と
お
し
て
提
出
さ
れ
、
衆
議
院
・
参
議

院
の
両
院
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
審
査
さ
れ
ま
す
。
採
択
さ
れ

た
請
願
は
内
閣
に
送
付
さ
れ
、
内
閣
は

そ
れ
を
誠
実
に
処
理
し
、
そ
の
経
過
を

国
会
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
私
た
ち
が
国
会
請
願
署
名
に

取
り
組
む
こ
と
の
意
義
は
、
大
き
く
は

つ
ぎ
の
二
点
に
あ
り
ま
す
。

◆
当
事
者
が
声
を
あ
げ
、
職
場
・
知
人
・

学
童
保
育
Ｏ
Ｂ
な
ど
に
協
力
を
呼
び
か

け
て
「
署
名
」
を
集
め
る
こ
と
を
通
じ

て
、
広
く
社
会
に
訴
え
、
理
解
を
得
た

こ
と
を
署
名
数
と
し
て
示
す
こ
と
。

◆
紹
介
議
員
の
要
請
や
、
審
査
の
過
程

な
ど
を
通
じ
て
、
請
願
内
容
に
つ
い
て

議
員
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
学
童

保
育
に
理
解
を
示
す
議
員
の
数
を
増
や

す
こ
と
。

　
二
〇
二
二
年
四
月
二
五
日
時
点
で
、

全
国
連
協
に
届
け
ら
れ
た
署
名
の
合
計

数
は
九
万
五
四
四
三
筆
（
地
域
か
ら
紹

介
議
員
へ
直
接
届
け
た
分
は
一
部
、
未

集
計
）
で
す
。

　
今
回
、
全
国
連
協
と
地
域
連
絡
協

議
会
は
、「
〇
筆
の
地
域
を
な
く
し
、

一
〇
万
筆
を
集
め
る
」「
各
都
道
府
県

で
一
人
以
上
の
紹
介
議
員
」
を
目
標
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
全
国
連
協
か
ら
、
後
述
す
る
二
つ

の
議
員
連
盟
に
入
会
し
て
い
る
議
員
、

ま
た
付
託
さ
れ
た
衆
・
参
の
厚
生
労

働
委
員
会
所
属
の
議
員
を
中
心
に
、

紹
介
議
員
へ
の
要
請
を
働
き
か
け
る

の
と
並
行
し
て
、
都
道
府
県
・
市
町

村
連
絡
協
議
会
か
ら
、
日
常
的
に
懇

談
を
行
っ
て
い
る
議
員
、
ま
た
、
こ

の
機
会
に
関
係
を
新
た
に
構
築
し
よ

う
と
し
て
い
る
議
員
に
働
き
か
け
て

い
ま
す
。

　
現
時
点
で
、
紹
介
議
員
を
引
き
受

け
、
署
名
用
紙
を
届
け
た
議
員
数
は

五
七
名
で
す
（
衆
・
参
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
受
理
さ
れ
た
件
数
や
署
名
者
通

数
、
紹
介
議
員
の
一
覧
が
確
認
で
き
ま

す
）。

　
請
願
受
付
の
締
切
は
、
国
会
会
期
末

（
現
在
行
わ
れ
て
い
る
第
二
〇
八
回
国

会
は
二
〇
二
二
年
六
月
一
五
日
が
会
期

末
）
の
一
週
間
前
で
す
。
締
切
ま
で
に

提
出
す
る
こ
と
を
見
す
え
て
、
署
名
の

最
終
集
約
日
は
二
〇
二
二
年
五
月
末
日

と
し
て
い
ま
す
。

自
民
党
と
超
党
派
、
二
つ
の

議
員
連
盟
の
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た

　
現
在
、
学
童
保
育
に
関
わ
る
議
員
連

盟
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
、
全
国

連
協
か
ら
議
員
連
盟
に
働
き
か
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
報
告
し
ま
す
。

〈
自
由
民
主
党
学
童
保
育
（
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
）
推
進
議
員
の
会
〉

　
自
由
民
主
党
の
国
会
議
員
で
構
成
さ

れ
る
議
員
連
盟
（
以
下
、
議
連
）
は
、

会
長
を
亀
岡
偉
民
・
衆
議
院
議
員
、
幹

事
長
を
稲
田
朋
美
・
衆
議
院
議
員
、
事

務
局
長
を
池
田
佳
隆
・
衆
議
院
議
員
が

務
め
て
い
ま
す
。
　

　
二
〇
二
二
年
三
月
二
三
日
に
開
催
さ

れ
た
総
会
時
点
で
、参
議
院
議
員
七
名
、

衆
議
院
議
員
五
八
名
、
計
六
五
名
が
入

会
し
て
い
ま
す
（
う
ち
二
〇
名
が
今
回

の
国
会
請
願
の
紹
介
議
員
〔
四
月
二
五

日
時
点
〕）。

　
総
会
に
は
、
七
名
の
国
会
議
員
が
出

席
し
、
厚
生
労
働
省
子
育
て
支
援
課
、

内
閣
官
房
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
案
等

協
議
会
だ
よ
り
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準
備
室
、
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本

部
、
文
部
科
学
省
地
域
学
習
推
進
課
が

出
席
し
た
ほ
か
、
全
国
連
協
も
、
会
場

で
九
名
が
同
席
し
、
議
連
の
判
断
で
オ

ン
ラ
イ
ン
視
聴
（
発
言
は
な
し
）
も
実

施
し
て
、
全
国
各
地
か
ら
三
五
名
の
学

童
保
育
関
係
者
が
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
が

創
設
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
公
表
さ
れ

た
、「
令
和
三
年
度
全
国
厚
生
労
働
関

係
部
局
長
会
議
」
の
資
料
で
は
、「
成

育
部
門
」
の
「
相
談
対
応
や
情
報
提

供
の
充
実
、
全
て
の
こ
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
」
の
な
か
に
、「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
児
童
館
や
青
少
年
セ
ン

タ
ー
、
こ
ど
も
食
堂
、
学
習
支
援
の

場
な
ど
の
様
々
な
居
場
所
（
サ
ー
ド

プ
レ
イ
ス
）
づ
く
り
」
と
し
て
、
学

童
保
育
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
（
保
育
所
は
「
就
学
前
の
全
て
の

こ
ど
も
の
育
ち
の
保
障
」
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
）。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
全
国
連
協
で

は
今
回
の
総
会
で
、「
こ
ど
も
家
庭
庁

創
設
に
よ
る
学
童
保
育
へ
の
影
響
に
つ

い
て
」
を
議
題
と
し
て
取
り
あ
げ
て
ほ

し
い
と
要
望
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
内
閣
官
房
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法

案
等
準
備
室
か
ら
、「
こ
ど
も
家
庭
庁

の
創
設
に
つ
い
て
」
の
資
料
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
総
会
で
は
、
全
国
連
協
か

ら
も
資
料
を
示
し
て
現
状
報
告
を
行

う
と
と
も
に
、
学
童
保
育
で
は
「
年

齢
や
発
達
の
異
な
る
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
と
子
ど
も
全
体
に
関
わ
る
こ
と

を
、
同
時
に
、
ま
た
は
並
行
し
て
行

う
必
要
が
あ
る
」「
安
全
を
守
る
場
面

や
、
ケ
ガ
へ
の
対
応
や
い
さ
か
い
な

ど
の
場
面
で
は
、
個
々
の
子
ど
も
へ

の
対
応
と
、
子
ど
も
全
体
へ
の
対
応

を
同
時
に
行
う
必
要
が
あ
る
」「
個
別

に
特
別
な
援
助
が
必
要
な
場
合
が
あ

る
」「
小
学
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

の
子
ど
も
の
発
達
・
特
性
を
継
続
的

に
把
握
し
た
関
わ
り
が
求
め
ら
れ
る
」

こ
と
な
ど
か
ら
、
専
門
的
な
技
能
と

知
識
を
身
に
つ
け
た
指
導
員
が
、
専

任
と
し
て
常
時
複
数
配
置
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
発
言
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
指
導
員
は
子
ど
も
や
保
護

者
に
直
接
関
わ
る
ほ
か
に
も
、
保
育

内
容
の
記
録
、
打
ち
あ
わ
せ
、
保
育

計
画
（
見
通
し
）
の
作
成
と
ふ
り
返

り
・
ま
と
め
、
情
報
共
有
の
会
議
や
、

保
育
内
容
に
関
す
る
事
例
検
討
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
常
時

複
数
配
置
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
現

状
で
は
処
遇
改
善
が
行
き
わ
た
っ
て

お
ら
ず
、
就
労
継
続
の
た
め
に
支
援

を
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
強
調
し
、「
こ

の
た
び
の
国
会
請
願
の
紹
介
議
員
を

引
き
受
け
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　
現
在
、
全
国
連
協
で
は
、
議
連
に
入

会
し
て
い
る
各
議
員
に
冊
子
『
学
童
保

育
情
報
二
〇
二
一

−

二
〇
二
二
』（
全

国
連
協
発
行
）
を
届
け
、
紹
介
議
員
の

要
請
を
重
ね
て
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
公
的
責
任
に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
の
抜
本
的
拡
充
を

目
指
す
議
員
連
盟
〉

　「
公
的
責
任
に
お
け
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
の
抜
本
的
拡

充
を
目
指
す
議
員
連
盟
」
は
、
超
党

派
の
国
会
議
員
で
構
成
さ
れ
る
議
員

連
盟
で
す
。
二
〇
二
二
年
四
月
一
二

日
の
総
会
で
、
会
長
に
自
由
民
主
党

の
遠
藤
利
明
・
衆
議
院
議
員
が
就
任

し
ま
し
た
。

　
幹
事
長
を
立
憲
民
主
党
の
泉
健
太
・

衆
議
院
議
員
、
事
務
局
長
を
公
明
党
の

石
川
博
崇
・
参
議
院
議
員
が
務
め
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
参
議
院
議
員
七
名
、
衆
議
院

議
員
四
四
名
、
計
五
一
名
が
入
会
し

て
い
ま
す
（
う
ち
一
八
名
が
今
回
の

国
会
請
願
の
紹
介
議
員
〔
四
月
二
五

日
時
点
〕。
自
民
党
議
連
と
の
重
複
あ

り
）。

　
総
会
に
は
、
七
名
の
国
会
議
員
が
出

席
し
、
厚
生
労
働
省
子
育
て
支
援
課
、

内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本
部
、
文
部

科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
社
会
教
育
振

興
総
括
官
が
出
席
し
た
ほ
か
、
全
国
連

協
も
一
四
名
が
同
席
し
ま
し
た
。

　
議
連
に
入
会
し
て
い
る
議
員
に

も
、
個
別
に
冊
子
『
学
童
保
育
情
報

二
〇
二
一

−

二
〇
二
二
』
を
届
け
、

紹
介
議
員
の
要
請
を
重
ね
て
い
ま
す
。


